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倉 敷 に お け る 昼 光 の 観 測







朝 測 方 法
州'iは仙 Il人草虚業ノI_物研究)･JF(北緯 34,61.東経 133.81)の尾上で行った.洲岩削エス













階級で夫々6及び5てあった.又 SchLieppの鮎濁除数 B(SchOepp1949)紘)(一々 0.07
及び0.26であった,Bについては後に説明する.































































目立って減少し, 散乱うと践分 Dが 貨しく増すことが分る. 岡に記入してある波長 400-
700nm の肌別 Liでみると, 'J:L=.a:)濁っていた3月20日の例では dustのない人気.二比べか
遮光は約 1/3,-万散乱光は 3倍近 く二九:っている.
I:n,:17'pl'}ltE
2.昼光とその直達光 ･散乱光成分
分光測定の村,=黒を波長 4001700nm について机五日ノた1-光 il](Ih+D), その瓜連光成
分 Z)fI,とI'iJL乱光成分 2}Dを考察する. Fig.3に太掛 F:j度300で太陽L由が雲に鮮れてい
ないときの資料による月別平均値と際耶偏差を示す.個々の観測結果は臼によって又同じ
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∑Jh, dlreCtSOlil.r乙ldl;lLIOl l'▲L), d iffuse sky radhLIOl






なぶ ilIhの1971年 1月U)他が1972年11月の値に比べかlLEリ人きくなっているれ その
速い:よ脱明できていない.1980年 1)]はrl.糊の135Wm~2となっている.
Fig.4は研究州で観測されている水平面日射と今Lujの分光測定から求めた蛙光 11(Ih+
D)の関係を7J寸 . この矧 よ雨中峠のすべての観測酌料による.太陽lr,I;度は 320から790
にわたる.昼光 (九0.410.7JLm)は水十滴 日射 し九0.3-10FLnl)に比例し,その約4'.iu
になっていることが分る.
尽光の良逆光成分と IS!(乱光成分へu)悦分は太陽 f':BJ壁と人zA混濁度によって 決まる.但









小す,比 -T)Ih/ZjD∴tBの 増加 と
八に減少する.減少はほほ'べき払1.Jj
に従うれ Ilt･卜率は それ よりいく

















から1位の梅脚 こ入る.太陽高度55'のときは こU)他 i高度 300のときより一般に人き
く,大きいところで3位の仙をと7L)ことがある･
3.分 光 特 性
測･Ai純良榔 ･uO0-700nm を50nm 'ufにLiUJって '6:;1;/'1L祁 耶二人る放射1を求め,坐
]州 こついてU'仙界偵こ対する比を と1て 府側的fス-･.クトノLを考える･ Fig･6に実 見









(Ih+D)については duslの 多少は その スペク
トルに殆ど彫珊し/亡い.その波-&分布は 中心 波長
550nm の両側で.Ihや D ,t比べ, より対称であ
る.大阪で▲沌 55 の切釦 J.IhとDの分布IHl線 上



















･dj)を 求めることができる. 計算例を 付妹に )Jく
す.
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1949).d)'を 九に対し両対数グラフに71r･.ットし,Bと指敬 αを決める.一例を Fig.7
に示す.
Bは dustの濃度-~依7戸する茄で,αitdustの柑舷分布で 決まると さjLている.料
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度/1布を Fig.9に/T;す. Bは秋 ･冬
に小さく,作･史に大きい伯を似るこ
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測脚の Bは 1971/1972年の桐と比べ特.=増恥 土なかった.
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Lai濁度は視程と柏Lmがあることが予想される.脱矧僻級仙 こBの頻艦分布を とると,
空が掩んでいる階級7 (配位10-20km)のとき Bの値は始と0,1以 卜であった･ この
限料 まはっきりしている. 階級 5 (祝恕 2-4km)では空は濁って見える･ そV'時 Bの
仙 ま0.1以_卜のとこ7,でtT,-lJqな分イI1-を,して,下限とすべき伯をはっきり決めることかでき
なかった.
倣乳光の分光測定から CIE-XYZ蓑色糸に 刷 -る 也度幽標 x,yを決めることが `亡き
る.結果を色度岡上にブpットLてみると,点はL:_l色点を中心としてスペク トル軌跡上の
480nm (育)及び580nm 描 )に延びる帯状区域に/)布する ( Fig･10)･純度は2O%以
下であった.ブpットされた′札 【混濁度 Bによって占めるWl域が違っている･ Bが大き
くなると,7qlは哉色っぽくなる.鋭帥 土榊 い川曝 し4月2日)の伯を合す∴ それはJ･紺 -の右
上紬 二来る.正木 (MasakH959)(川然IPrr)小物の色の測定を行った･そuh卜に地､IL線










(1) 感光 21(Ih+D)(九 400-700nm)はEl射最に比例L,その約4割であった.
(2) 大気の混濁度がLP;･すと,散乱光がflT'し,散乱光が鹿達光より大きくなることがあ
る.比 2)Ih/2)D は SchLlePPの混濁係数 Bの函数として表わすことができる.
(3) 和室光,散乱光とも,その札対的な分光相 生tT.大気の混濁度によって変り,混判
)･'i=が大きくなると長波長成分の布与が増す.
(4) SchLlePPの混和係数 Bは,0.05位から0.5近 くまで叫直がf'IJ･られた.4月LJtlか
ら混濁度は大きくなり9月に入ると小さくなる.
(5) 散乱光の観測から'/.L',の色o)l坐P,乍x,yを求め,色度岡上に プロットすると.,畑上








J}-Ioj/(蛋)2,Rは地球 ･太陽問距臥 Roは平- 臥 Ioj"･Rotニおける人気圏外
TFT_達 tj州.Iojは Nicolet(1951)の蓑から ･九-2Onmに対す′'D値を求めて使った,(R/
















A 40 450 500 550
Io､ 1428, 2056, 2058. 1986.
7LSl)lh 120. 180, 250, 3()0.
7､ 241. 36L, 501, 60L.
b入′ .1595 .0976 .0636 .0430
Z､′ .α)00 .0006 .0046 .0136
Iogム 3.IS 63 3.3146 3.3 150
loLH'ゝ 2.3811 2.55T2 2.6999
b入′ m` .3185 ,1949 .1270
ZゝJ/slnh .0000 ,0012 .0092
(/入′/Slnh .4567 .5613 .4789
d九' .227() .2801 ,2390
????? ???? ?? ??? ー
?
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D(lyHght,derlnedast)lC SUlこ1rl･;ldiatLOnlnthuWLIVelcngLhr(mgC ,loo-700lLll ＼＼′;lS
HleaSulでdWithasppcLroradlOmet｡1-aLKur乙IShlkibf､hveen ]anuRry l97Iand J;lJlu`lry
l972･TheobserveddaylighLu･as LH'OPOrtJOn,llLo the gLobalradlaLLOn･Thel▲aL)oO｢
dlreCLsolal●l~aytO(Ll打usesky llghtdecrcascd wILh thc lnCreaSlng aLnlUSIJhel-1C LLll~-
bldlty･Itvarle〔taPPrOXlmatelyIClaPO､VCrOfSchlePP'sturbldltyCOL･LTlrientB･
Spect)-alchar<lClcrlStlCSOFdlreCtanddLFfLlSCCOmPOnClrSOfthedayllghtdeLPende(i
oiltheturbidlly. AsthestrT10SPherebecamenlOrCturbld,the spectraLIntensity W-JS
decr(､asedintheshortwavelengthandincreasedinthelongwavelength.Chronl'llicLLy
coordlnateS(x.y)ofthecoLoro｢theskyWet-edistrlbutedalongtheline from blue
loyelloIVWlthlnthepurityof20%.
Theabove一menlionedresultsaregeleraHyvalLdwhenthesola｢dlSku･asexposed.
1･HectSO｢CloudswerediFncultLoanalyze.
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